
北欧諸国は少
人口国家で女
性を活用しな
いと国がもた

 36  

他国で女性が
働く必然性

 38  女性比率を法
で縛っている

 34

女性比率が高
い（女性が活
躍している）

 33

男性が働き女
性は家を守る
男女別モデル

 25

家庭を銃後で
守る専業主婦
またはパート
主婦

 21

女性の賃金は
低くてよいモ
デル

 16

総合職の補助
役として一般
職を設けてい
る

 10

男女差別がま
かり通る

 2

この土俵で女
性が対等に働
くことは困難

 6

昇進・活躍の
機会が限られ
る

 3

ジョブの概念
がない

 9

高度成長で男
が十分稼いで
いた

 28  

日本では女性
活躍の必然性
がなかった

 39  

その後の日本
の経済低迷

 26

非正規労働の
増加

 11

介護や育児労
働を家族に依
存している

 18

女性に適した
職場が増えな
い

 8

安定的正社員
の需要減退

 17

職務の定めな
き成果主義の
限界

 4

日本の女性が
活躍できない

 1  

正社員に対す
る雇用保障

 19

日本の安定的
経済発展を支
えた

 32

これが総合職

 14

相変わらず女
性が家事の主
役

 15

介護・保育施
設が不十分

 12

そもそも「就
社」が諸悪の
根源

 30  

日本は相対的
に低いレベル
に位置づけら
れる

 29  

前線で戦う企
業戦士（成人
男子正社員）

 24

サービス産業
が伸びない

 23

女性が働く場
が大きくなら
ない

 13

サービスに対
価を払うとい
う文化が弱い

 27

女性の多くは
一般職として
雇用されてい
る

 7

女性が能力を発
揮できるサービ
ス産業の比率増
大

 35  

就社＝職責が明
確でなく終身雇
用型の日本の労
働環境

 31  

それでも日本の
伝統的雇用方式
を捨てられない

 22  

同一労働、同一
価値労働の規定
ができない

 5  

無限定の労働義
務（職務、職場
、勤務時間）

 20  

米国は男性の大量
失業で女性が働か
ざるを得なくなっ
た（８０年代）

 37  

問題点連関図
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